
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

林政部　森林経営課　整備係 電話番号：058-272-1111（内4385）

E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0 0

0

150

0

0 0 0150

0

0 0 0 0

事業費

（１）要求の趣旨（現状と課題）

（ア）事業目的・事業効果
　白鳥・下呂林木育種事業地及び東濃桧採捕園における育種事業に要する備品を購入す
る。
（イ）内容
　備品購入費

　県内３箇所の林木育種事業地において、山行用苗木用種子の生産・供給を行っている。
県下の植栽地に、産地の明らかな優良な苗木を安定的に供給するための作業を行うのに必
要な備品を整備する必要がある。
優良な種子及び苗木の生産を行うためには、年間を通じて林木育種事業地及び採種園を良
好な状態に維持する必要があるが、当事業地の備品の大半が減価償却資産の耐用年数を大
幅に超過しているなか、可能な限り修繕により対応しているが、育種場の維持管理に必要
な備品については、計画的に更新を行う。また、人手不足、高齢化に対応していくため、
労務削減につながる機械の購入を行う。

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和６年度当初予算 支出科目 款：農林水産業費費　項：林業費　目：森林整備費

 ＜財源内訳＞

事 業 名 林木育種事業地管理運営費(備品購入費)

1,167

寄附金

0

一　般
財　源

1,167

財 源 内 訳

(前年度予算額： 1,167150１ 事 業 費 千円)



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

１）事業主体：県
２）妥当性：優良な種子及び苗木の生産・供給を行うため、県が事業主体となって造林成
績の向上に努めている。
 これまで、部品の交換修繕等により維持管理を行っているが、部品が入手困難なため修繕
ができず、作業に支障をきたしている。安全性・効率性を考慮した上で必要な備品を順次
更新していく必要がある。

（３）後年度の財政負担

３ 事業費の積算 内訳

合計

金額

150

・補助率：10/10（一般財源）
※県が所有する採種園の木から、優良な造林用種子を供給することによって県下の造林成
績の向上に繋がることが期待される。そのためには採種園で使用する備品を良好な状態に
保たなければならない。

　無

150

事業内容の詳細事業内容

備品購入費

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　緊急的に必要であれば、令和５年度予算での対応を検討することとし、令和６年度予算
での計上を見送ります。

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ
　第４期岐阜県森林づくり基本計画において、（１）森林づくりの推進で苗木生産量の目
標数値を設定しており、苗木生産の為に必要な施設である。

　採種園を有する多くの県においても、直営や外部委託により採種園を維持管理している

　備品が老朽化しており計画的な更新のためには、継続的に必要

（２）国・他県の状況



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R4年度
(S45) 実績

0
(S45) 53

0
(H7) 550

○指標を設定することができない場合の理由

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　造林用種子及び苗木を安定生産できるよう、年間を通して良好な状態に管理するた
めに必要な備品を更新するとともに、効率的な育苗システムの構築を目指すための備
品を導入する。

500 500

目標 目標 (R8) 達成率

令
和
２
年
度

110%

①種子生産量(kg)

37 37 100 160%

指標名
R5年度 R6年度 終期目標

②花木苗等配布本
数 500

（これまでの取組内容と成果）

・令和２年度は40kgの種子を生産し、35kgを配付した。
・35kgの種子は、１～３年後に約230haの植栽に使用される苗木の本数に相当する
と見込んでいる。これらの種子は、県内の苗木生産者によって苗木として育てら
れ、将来植栽が必要な箇所に優良な苗木が供給されることとなる。
・延べ29の植樹イベントで、867本の苗木が植樹された。

令
和
３
年
度

・令和３年度は51kgの種子を生産し、41kgを配付した。
・41kgの種子は、１～３年後に約270haの植栽に使用される苗木の本数に相当する
と見込んでいる。これらの種子は、県内の苗木生産者によって苗木として育てら
れ、将来植栽が必要な箇所に優良な苗木が供給されることとなる。
・延べ29の植樹イベントで、431本の苗木が植樹された。

指標① 目標： 33kg 実績： 51kg 達成率： 154 ％
指標② 目標：500本 実績：431本 達成率： 86％

令
和
４
年
度

・令和４年度は53kgの種子を生産し、48kgを配付した。
・48kgの種子は、１～３年後に約320haの植栽に使用される苗木の本数に相当する
と見込んでいる。これらの種子は、県内の苗木生産者によって苗木として育てら
れ、将来植栽が必要な箇所に優良な苗木が供給されることとなる。
・延べ28の植樹イベントで、550本の苗木が植樹された。

指標① 目標：33㎏ 実績：53kg 達成率：160％
指標② 目標：500本 実績：550本 達成率：110％

指標① 目標： 33kg 実績： 40kg 達成率： 121 ％
指標② 目標：500本 実績：867本 達成率： 173％



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２ 事業の評価と課題

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　採種園等の手入れ、着果促進などの管理作業を外部に委託しているため、
民間の活力により事業の効率化を図っている。

２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　県下に安定的に種子を配布できる規模の施設は県しか有していないため、県民の財
産として活用し、優良な種子の生産に努めていく。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 なし　　　　　　　　　　　　【○○課】

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　管理作業を実施する人の高齢化や生産技術の伝承が課題である。
　耐用年数が大幅に超過した備品が現存する。修繕により使用しているが、補修部品
の製造終了に伴い修理不能となる備品がでてくるとともに、作業の効率性・安全性に
問題が生じてくる

(評価) 　種子の生産は、県下の造林事業の根幹ともいえるため、産地の明らかな優
良種苗を安定的に供給するため、備品更新の必要性は高い。また、効率的で
低コストな育苗システムを構築するためには、最新の機器を導入することが
必要。

３

(評価) 　森林資源を循環利用していくために、植栽は確実性が高い方法であり、そ
のために必要な種子を供給する備品を定期的に更新していくことの有効性は
高い。２


